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定
期
予
防
接
種

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し

て
い
ま
す
。
体
調
に
合
わ
せ
て
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
】

　
肺
炎
の
中
で
も
最
も
原
因
に
な
り
や
す

い
「
肺
炎
球
菌
」
に
よ
る
感
染
症
を
予
防

す
る
た
め
、
対
象
と
な
る
方
は
、
予
防
接

種
の
公
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者
　
年
度
内
に
65
歳
に
な
る
方

■
接
種
期
間

　
65
歳
に
な
っ
て
か
ら
１
年
間
の
み 

■
接
種
会
場

　
県
内
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
で
接
種
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
電
話
等
で
予
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
助
成
額
　１
回
に
つ
き
、
全
額
を
助
成

【
帯
状
疱
疹
】

　
令
和
７
年
度
か
ら
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
が
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

■
対
象
　

　
７
年
度
末
年
齢
が
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
1
0
0
歳

以
上
の
方

■
接
種
期
間
　
令
和
７
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
令
和
８
年
３
月
31
日

■
接
種
会
場

　
希
望
す
る
方
は
、
接
種
を
行
う
予
定
の

医
療
機
関
へ
接
種
の
実
施
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
予
約
し
て
か
ら
接
種
し
ま
し
ょ

う
。

■
接
種
回
数
　
生
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
、
組

換
え
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
す
る
こ
と
で

完
了
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
額
　
全
額
助
成

 

任
意
予
防
接
種

　
次
の
と
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
】

■
対
象
者

　
66
歳
以
上
の
方
で
、
過
去
に
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

■
申
請
方
法
・
助
成
額

　
上
小
阿
仁
国
保
診
療
所
で
接
種
す
る
場

合
、
全
額
助
成
と
な
り
、
手
続
き
不
要
で

す
。

※
村
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
、

上
限
３
５
０
０
円
の
助
成
と
な
り
接
種

費
用
を
全
額
自
己
負
担
後
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
帯
状
疱
疹
】

■
対
象
　

　
50
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

■
各
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回
数
・
助
成
額

①
生
ワ
ク
チ
ン 

（
接
種
回
数
：
１
回
）

・
助
成
額
　
上
限
５
千
円

②
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
（
接
種
回
数
：
２

回
）

・
助
成
額
　
上
限
１
万
円
で
２
回
助
成

■
申
請
方
法

・
上
小
阿
仁
国
保
診
療
所
で
接
種
し
た
場

合
、
接
種
費
用
か
ら
助
成
額
を
引
い
た

分
の
お
支
払
い
が
必
要
で
す
。

※
村
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
、

医
療
機
関
に
接
種
費
用
を
全
額
お
支
払

い
い
た
だ
き
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

☎（
77
）３
０
０
８

こ
あ
に
電
話（
66
）３
０
０
８

（
66
）３
０
０
９

 

検
診
受
診
料
補
助
金

　
５
月
〜
10
月
の
村
の
集
団
健
診
を
受
け

た
場
合
や
、
２
月
28
日
ま
で
に
子
宮
頸
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
・
大
人
の
歯
科
健
診
を

受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
分
を
全
額
助
成

し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
職
場
や
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
で
助
成
制
度
が
あ
る
場
合
は
、
そ

ち
ら
の
制
度
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

 

が
ん
検
診
精
密
検
査
受
診
料
補
助
金

　
が
ん
検
診
を
受
け
、
要
精
密
検
査
の
対

象
と
な
っ
た
方
（
職
場
等
で
受
け
た
検
診

も
含
む
）
の
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

受
診
料
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
検
診

　
胸
部
総
合
検
診
（
肺
が
ん
・
結
核
検

診
）
、
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
・
胃
が

ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

■
上
限
額
　
１
万
円

「
検
診
受
診
料
補
助
金
」・「
が
ん
検
診

精
密
検
査
受
診
料
補
助
金
」の

手
続
き
期
限
は
３
月
３１
日
ま
で

受
け
忘
れ
て
い
る

予
防
接
種
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
毎
年
開
催
し
て
い
る
脳
い
き
い
き
講
座

に
「
脳
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
」
を
加
え
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
残
り
３
回

と
な
り
ま
し
た
。

　
初
参
加
の
方
や
１
回
の
み
の
参
加
も
可

能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
講
座
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
　２
月
13
日（
金
）、27
日（
金
）

　
　
　
　
　
３
月
13
日(

金
）

■
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
会
場
　上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　村
内
の
65
歳
以
上
の
方

※

運
転
す
る
し
な
い
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

■
内
容
　

　
脳
の
健
康
度
チ
ェッ
ク
、
認
知
症
予
防
の

た
め
の
脳
ト
レ
等
、
デ
ュア
ル
タ
ス
ク
等

■
持
ち
物
　

　
汗
拭
き
タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
動
き
や
す

い
服
装
・
必
要
な
方
は
メ
ガ
ネ
・
ズ
ッ
ク

■
服
装
　靴
下
・
ズ
ッ
ク
で
体
操
し
ま
す

■
講
師
　（
株
）
ピ
ー
ベ
リ
ー

　
健
康
運
動
指
導
士
　
加
藤
先
生

脳
い
き
い
き
講
座
　開
催
中
‼

令和7年 上小阿仁村の出生と死亡

　令和７年の死因は、“老衰”が最も多く、続いて肺炎 、がんの順番となっていました。
　高齢化に伴い、老衰死は年々増加してきており、今後も増えると言われています。
　フレイルは、年齢とともに身機能が低下した状態のことをいい、運動、栄養、口腔、社
会・心理の4つの機能の低下によっておこります。以前に比べて歩く速度が遅くなった、
つまづくことが多くなったなど、心当たりはありませんか。

　フレイルは高齢者だけの課題ではありません。筋肉量は40代から低下し始めます。早く
からフレイルを知り、定期的な運動や食生活の改善等、生活習慣を見直してフレイル予防
をすることが重要です。

“フレイル”予防でもっと元気に ! !

　令和7年（１月～１２月）の出生と死亡についてまとめましたので、お知らせいたします。
　出生と死亡は、村の健康づくりの大切な資料となります。

①出生数

男の子
女の子
全　体

人　数
３人
０人
３人

②主な死因

②男女別の死亡者数と死亡時の平均年齢

男　性
女　性
全　体

死亡者数 平均年齢

１

２

３

４

５

令和７年の
その他死亡内訳
男性4人、女性8人

・心疾患 など

老衰（14）

肺炎（12）

がん（9）

脳血管疾患（4）

その他（12）

肺炎（12）

がん（11）
心疾患（8）
老衰（8）

脳血管疾患（5）

その他（23）

令和３年（人数）

老衰（24）

肺炎（11）
心疾患（8）
がん（8）

脳血管疾患（4）
腎・泌尿器疾患（4）

その他（8）

令和６年（人数） 令和７年（人数）

老衰（18）

肺炎（16）

心疾患（14）

がん（8）

その他（13）

令和５年（人数）

がん（13） 

老衰（10） 

肺炎（8）
心疾患（5）

脳血管疾患（5）

その他（18）

令和４年（人数）

① 栄　　養

働く世代からのフレイル予防

食事は活力の源です。決まった時間に３食バランスの良い食事をとりま
しょう。そしてお口の健康のため、定期的に歯科健診も受けましょう。

② 運　　動 運動は筋肉の発達だけでなく、食欲や心の健康にも影響します。ウォー
キングやストレッチなどを日々の生活に取り入れましょう。

③ 社会参加 趣味やボランティアなどで外出することはフレイル予防に有効です。自
分に合った活動を見つけいろんな人と交流しましょう。

フレイル予防の3つの柱

16
35
51

人
人
人

79.7
88.3
85.6

歳
歳
歳

より
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服
装
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ズ
ッ
ク

■
服
装
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ズ
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体
操
し
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す

■
講
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ベ
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健
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運
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指
導
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加
藤
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生

脳
い
き
い
き
講
座
　開
催
中
‼

令和7年 上小阿仁村の出生と死亡

　令和７年の死因は、“老衰”が最も多く、続いて肺炎 、がんの順番となっていました。
　高齢化に伴い、老衰死は年々増加してきており、今後も増えると言われています。
　フレイルは、年齢とともに身機能が低下した状態のことをいい、運動、栄養、口腔、社
会・心理の4つの機能の低下によっておこります。以前に比べて歩く速度が遅くなった、
つまづくことが多くなったなど、心当たりはありませんか。

　フレイルは高齢者だけの課題ではありません。筋肉量は40代から低下し始めます。早く
からフレイルを知り、定期的な運動や食生活の改善等、生活習慣を見直してフレイル予防
をすることが重要です。

“フレイル”予防でもっと元気に ! !

　令和7年（１月～１２月）の出生と死亡についてまとめましたので、お知らせいたします。
　出生と死亡は、村の健康づくりの大切な資料となります。

①出生数

男の子
女の子
全　体

人　数
３人
０人
３人

②主な死因

②男女別の死亡者数と死亡時の平均年齢

男　性
女　性
全　体

死亡者数 平均年齢

１

２

３

４

５

令和７年の
その他死亡内訳
男性4人、女性8人

・心疾患 など

老衰（14）

肺炎（12）

がん（9）

脳血管疾患（4）

その他（12）

肺炎（12）

がん（11）
心疾患（8）
老衰（8）

脳血管疾患（5）

その他（23）

令和３年（人数）

老衰（24）

肺炎（11）
心疾患（8）
がん（8）

脳血管疾患（4）
腎・泌尿器疾患（4）

その他（8）

令和６年（人数） 令和７年（人数）

老衰（18）

肺炎（16）

心疾患（14）

がん（8）

その他（13）

令和５年（人数）

がん（13） 

老衰（10） 

肺炎（8）
心疾患（5）

脳血管疾患（5）

その他（18）

令和４年（人数）

① 栄　　養

働く世代からのフレイル予防

食事は活力の源です。決まった時間に３食バランスの良い食事をとりま
しょう。そしてお口の健康のため、定期的に歯科健診も受けましょう。

② 運　　動 運動は筋肉の発達だけでなく、食欲や心の健康にも影響します。ウォー
キングやストレッチなどを日々の生活に取り入れましょう。

③ 社会参加 趣味やボランティアなどで外出することはフレイル予防に有効です。自
分に合った活動を見つけいろんな人と交流しましょう。

フレイル予防の3つの柱

16
35
51

人
人
人

79.7
88.3
85.6

歳
歳
歳

より
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地域おこし協力隊日誌日誌
【前回、社会人デビューまでお話ししました】

　未熟な高卒新人が社会に出て、数々の失敗を経験しながらもだんだんと仕事
にも慣れ、気持ちに余裕が出てくると、先輩と海や山へ出掛けるなど、高校時
代に比べて格段に行動範囲が広がりました。
　月曜から金曜まで働き、土曜に用事を入れ、日曜はのんびり過ごし、夕方か
らは「笑点」→「ちびまる子ちゃん」→「サザエさん」を見るという流れが定
着し、月曜日から仕事に行くのが憂鬱になる「サザエさん症候群」にもなり、若くして早くも、
疲れた中年のサラリーマンのようになってしまいました。
　まわりにはいろんな大人がいて、いい見本となるような人よりも、サボりの常習者や、いい
加減な仕事をする者など、明らかに悪い見本となるような人のほうが多く、基本的に真面目な
性格の私でしたが、それなりに、そういう悪い見本の人たちの影響を受けてしまい、徐々に穢
（けが）れてしまっていったのでした。
　三人兄弟の末っ子長男がようやく２０歳になり、男同士、二人で外にお酒を飲みに行けるよ
うになって父はとても喜んでくれましたが、その父は難病のＡＬＳ（筋萎縮性側索硬化症）を
患い、何年も寝たきりの闘病生活をした末、私が２６歳の時に、６４歳の若さで亡くなりまし
た。
　そんな私の生い立ちですが、この先あまりネタになるような話がなく、次回、一気に十年ほ
ど未来へ話が進んでいきそうなにおいがプンプンしております。
　次回、『心を入れ替え、ボランティアに目覚める』に続きます。

124

岸編

こあぴょんへのこあぴょんへのこあぴょんへの

年賀状紹介
今年もたくさんの方から年賀状を頂きました。
ありがとうございます。
可愛いイラストを描いていただいたので、
年賀状の中からほんの一部ですがご紹介します。

　
村
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

東
京
農
業
大
学
の
事
業
と
し
て
森
林
療
法

体
験
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
森
林
療
法
と
は
疾
病
治
療
や
健
康
増
進

の
た
め
、
あ
る
い
は
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
気
分
の
改
善
、
心
身
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
目
的
に
森
林
環
境
を
利
用

す
る
こ
と
で
す
。

　
体
験
会
は
森
林
療
法
研
究
の
先
駆
者
で

あ
る
東
京
農
業
大
学
の
上
原
　
巌
　
教
授

の
研
究
事
業
と
連
携
し
、
村
の
森
林
空
間

を
活
用
し
た
形
で
行
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
参

加
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
森

林
療
法
を
体
験
し
て
み
た
い
方
や
、
健
康

づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
の
日
程
や
内
容
に
つ
い
て

は
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
下
の
欄
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
概
ね
65
歳
以
上
の
村
民

■
定
　員

　
先
着
20
名
ほ
ど

■
参
加
費

　
無
料

「
森
林
療
法
体
験
会
」の

　
　参
加
者
を
募
集
し
ま
す

「
森
林
療
法
体
験
会
」の

　
　参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
開
催
日
時

　
令
和
８
年
３
月
３
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら

■
集
合
場
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
日
程
・
活
動
内
容
等

①
事
業
の
説
明
と
活
動
前
の
各
種
測
定

　
（
血
圧
や
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
な
ど
）

②
山
ふ
じ
温
泉
に
移
動
（
バ
ス
送
迎
）

③
温
泉
施
設
周
辺
の
森
林
散
策
ま
た
は
屋

内
で
の
体
験
活
動

④
活
動
後
の
効
果
測
定

　
（
血
圧
や
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
な
ど
）

　
　
　
終
了
予
定
時
刻
　
概
ね
午
後
４
時

　
当
日
の
積
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
内
容
が

一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
講
師
　

　
東
京
農
業
大
学
　
地
域
環
境
科
学
部
　

　
森
林
総
合
科
学
科
　
上
原
　
巌
　
教
授

■
申
込
方
法

　
役
場
総
務
課
企
画
班
、
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　総
務
課
企
画
班
　☎（
77
）2
2
2
1

　
　保
健
セ
ン
タ
ー
　☎（
77
）3
0
0
8
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村
で
は
、
疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
及

び
早
期
治
療
に
役
立
て
、
村
民
の
健
康
の

保
持
増
進
を
図
る
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
グ

及
び
脳
ド
ッ
グ
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を

補
助
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
医
療
保
険
の
被
保
険
者

・
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
受
診
日
に
年
齢
が
満
40
歳
以
上
の
方

・
当
該
年
度
に
特
定
健
康
診
査
ま
た
は
後

期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な

い
方
。※

脳
ド
ッ
グ
受
診
者
は
除
く
。

・
人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
診
結
果
を
村
へ
提

供
す
る
こ
と
に
承
諾
し
た
方

■
補
助
金
の
額

　
人
間
ド
ッ
ク
及
び
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
費

用
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
１
万
円
を
上
限

■
申
請
方
法

　
人
間
ド
ッ
ク
等
受
診
費
用
補
助
金
交
付

申
請
書
に
受
診
費
用
の
領
収
書
及
び
受
診

結
果
を
添
え
て
、
役
場
住
民
福
祉
課
健
康

推
進
班
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
健
康
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）３
０
０
８

人
間
ド
ッ
ク
等
の

受
診
費
用
を
補
助
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
等
の

受
診
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
令
和
８
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

■
奨
学
金
貸
付
額
（
月
額
）

　
高
校
生
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円
以
内

　
短
大
及
び
専
修
学
校
　
　
４
万
円
以
内

　
大
学
生
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円
以
内

■
応
募
資
格

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
上
小
阿
仁
村
民
の
子
弟
で
あ
る
こ
と

②
学
業
成
績
が
優
秀
で
、
品
行
方
正
で
あ

る
こ
と

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
あ

る
こ
と

■
申
込
期
限

　
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）

■
申
込
方
法

　
申
請
者
、
連
帯
保
証
人
と
も
本
人
直
筆

に
よ
る
「
奨
学
金
貸
与
申
請
書
」
に
「
戸

籍
抄
本
」
「
住
民
票
」
「
身
上
書
」
「
成

績
証
明
書
」
「
入
学
（
合
格
）
通
知
書
の

写
し
」
連
帯
保
証
人
の
「
所
得
証
明
書
」

を
そ
れ
ぞ
れ
一
通
添
付
し
て
教
育
委
員
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
請
求
、提
出
、問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
　
総
務
学
校
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
60
）９
０
０
０

令
和
８
年
度

　
　
　
　
奨
学
生
を
募
集

令
和
８
年
度

　
　
　
　
奨
学
生
を
募
集

　
村
で
は
人
材
確
保
と
定
住
促
進
を
目
的

と
し
て
、
村
の
奨
学
金
を
返
還
中
の
方
で
、

村
に
居
住
し
就
労
し
て
い
る
方
に
、
返
還

す
る
奨
学
資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方

が
対
象
で
す
。

た
だ
し
、
国
及

び
地
方
公
共
団

体
の
正
規
職
員

を
除
き
ま
す
。

①
村
内
に
住
民

登
録
を
し
、
現
に
居
住
し
就
労
し
て
い

る
方

②
返
還
す
べ
き
奨
学
金
を
滞
り
な
く
返
還

し
て
い
る
方

③
本
人
と
そ
の
世
帯
で
村
税
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
方

■
助
成
率

①
指
定
す
る
国
家
資
格
取
得
者
で
、
そ
の
資

格
に
基
づ
き
就
労
し
て
い
る
方
　
２
／
３

②
　
①
以
外
の
就
労
し
て
い
る
方
　
１
／
２

③
高
等
学
校
で
貸
与
を
受
け
た
方
　
10
／
10

■
申
請
方
法

　
助
成
金
申
請
書
に
「
住
民
票
」
「
就
労

証
明
書
等
」
、
該
当
す
る
国
家
資
格
で
就

労
し
て
い
る
方
は
「
資
格
を
証
明
す
る
も

奨
学
資
金
返
還
金
の一部
を
助
成
し
ま
す

奨
学
資
金
返
還
支
援
助
成
金
制
度

奨
学
資
金
返
還
金
の一部
を
助
成
し
ま
す

奨
学
資
金
返
還
支
援
助
成
金
制
度

の
」
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間
　

　
３
月
２
日（
月
）〜
31
日（
火
）

　
前
年
度
申
請
実
績
が
あ
る
方
に
は
案
内

を
発
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
他
の
奨
学
金
返
還
助
成
等
を
受

け
る
場
合
は
、
村
の
助
成
金
額
を
調
整
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
、
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
　
総
務
学
校
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
60
）９
０
０
０

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
、
家
畜
の

所
有
者
は
、
２
月
１
日
現
在
の
家
畜
の
飼

養
衛
生
管
理
状
況
等
に
つ
い
て
定
期
報
告

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
牛
、
馬
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、
鶏
類
等

の
家
畜
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
は
２
月
13

日（
金
）ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
報
告
様
式
は
産
業
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
北
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
防
疫
班
　
　
　
　
　
☎（
62
）２
７
１
５

　
産
業
課
　
農
務
班
　
☎（
77
）２
２
２
３

家
畜
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
は

報
告
を
お
願
い
し
ま
す

家
畜
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
は

報
告
を
お
願
い
し
ま
す

　
公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定

以
下
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
１
月
中
旬
頃
に
給
付
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

・
次
の
①
〜
⑥
全
て
を
満
た
す
方

①
令
和
８
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、
村
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

②
令
和
７
年
度
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
。

③
当
該
年
度
で
支
給
対
象
者
本
人
の
村
県

民
税
が
非
課
税
で
、
世
帯
員
全
員
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る
。

④
国
が
支
給
す
る
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
制
度
の
所
得
要
件
（
昭
和
31
年
４
月

２
日
以
後
の
生
ま
れ
の
方
は
90
万
９
０

０
０
円
以
下
、
昭
和
31
年
４
月
１
日
以

前
の
生
ま
れ
の
方
は
90
万
６
７
０
０
円

以
下
）
に
該
当
す
る
。

⑤
世
帯
内
に
村
税
等
の
滞
納
者
が
い
な
い
。

⑥
世
帯
内
に
公
的
制
度
の
助
成
を
受
け
て

い
る
も
の
（
生
活
保
護
等
）
が
い
な
い
。

■
支
給
額

　
対
象
者
　
１
人
に
つ
き
１
万
２
千
円

■
申
請
方
法
・
期
限

　
給
付
申
請
書
を
２
月
27
日
ま
で
に
役
場

住
民
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２

年
金
生
活
者
等
支
援
福
祉

　
給
付
金
事
業
の
ご
案
内

年
金
生
活
者
等
支
援
福
祉

　
給
付
金
事
業
の
ご
案
内

　
冬
期
間
は
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
等
の
除

雪
作
業
が
増
え
、
雪
に
よ
る
事
故
が
多
く

な
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
万
全
な
安
全
対
策
を
行

い
、
自
分
自
身
と
家
族
の
身
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
雪
害
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は

重
大
事
故
に
直
結

・
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
1
人
で
行
わ
ず
複

数
人
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
命
綱
を
付
け
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、

滑
り
に
く
い
履
き
物
で
作
業
し
ま
し
ょ

う
。

・
ハ
シ
ゴ
の
横
滑
り
や
転
倒
防
止
の
た
め
、

ロ
ー
プ
等
で
ハ
シ
ゴ
を
固
定
し
ま
し
ょ

う
。

・
屋
根
の
登
り
降
り
は
、
除
雪
用
具
は
手

に
持
た
ず
、
両
手
を
使
え
る
状
態
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

・
暖
か
い
日
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
の
雪
下
ろ
し
と
地
上
の
除
雪
を
同

時
に
行
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
通
行
人
に
注
意
し
な
が
ら
除
雪
作
業
を

し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
機
の
使
用
は
油
断
せ
ず
に

・
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
服
装
で
の

作
業
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

大
丈
夫
で
す
か

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
慎
重
に

大
丈
夫
で
す
か

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
慎
重
に

・
機
械
に
詰
ま
っ
た
雪
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
停
止
し
て
か
ら
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど

で
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

・
周
囲
の
人
、
特
に
子
供
の
動
き
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

普
段
の
除
雪
も
要
注
意

・
携
帯
電
話
、
笛
等
を
持
っ
て
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

・
屋
根
か
ら
の
雪
や
「
つ
ら
ら
」
の
落
下

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
し
た
雪
は
道
路
上
に
置
か
ず
、
指

定
さ
れ
た
場
所
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

・
煙
突
や
ガ
ス
の
配
管
に
異
常
が
な
い
か

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

車
の
運
転
は
穏
や
か
に

・
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
、
車
間
距
離
を

十
分
と
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
急
ブ
レ
ー
キ
、

急
ハ
ン
ド
ル
等
「
急
」
の
つ
く
運
転
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
交
通
事
故
の
要
因
や
除
雪
作
業
の
妨
げ

と
な
る
車
の
路
上
放
置
、
迷
惑
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

■
公
営
住
宅

・
沖
田
面
団
地

　
木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
７
建
築
）２
戸

（
家
賃
１
万
６
８
０
０
円
〜
２
万
５
０
０

０
円
）

　
世
帯
人
数
、
所
得
等
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

・
沖
田
面
団
地

　
木
造
平
屋
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
８
建
築
）１
戸

（
家
賃
１
万
２
６
０
０
円
〜
１
万
８
８
０

０
円
）

　
世
帯
人
数
、
所
得
等
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

■
入
居
資
格

・
収
入
基
準（
世
帯
月
額
所
得
）を
満
た
す

こ
と

・
公
営
住
宅
　
15
万
８
０
０
０
円
以
下

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

・
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
敷
金
　
家
賃
の
３
か
月
分

■
募
集
期
間

　
２
月
10
日（
火
）〜
20
日（
金
）

※

土
日
祝
日
除
く

■
申
込
方
法

　
入
居
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

必
要
書
類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

必
要
書
類（
入
居
す
る
方
全
員
分
）

・
住
民
票
・
所
得
証
明
書
・
納
税
証
明
書

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
審
査
で
決
定
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
４

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
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村
で
は
、
疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
及

び
早
期
治
療
に
役
立
て
、
村
民
の
健
康
の

保
持
増
進
を
図
る
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
グ

及
び
脳
ド
ッ
グ
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を

補
助
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
医
療
保
険
の
被
保
険
者

・
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
受
診
日
に
年
齢
が
満
40
歳
以
上
の
方

・
当
該
年
度
に
特
定
健
康
診
査
ま
た
は
後

期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な

い
方
。※
脳
ド
ッ
グ
受
診
者
は
除
く
。

・
人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
診
結
果
を
村
へ
提

供
す
る
こ
と
に
承
諾
し
た
方

■
補
助
金
の
額

　
人
間
ド
ッ
ク
及
び
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
費

用
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
１
万
円
を
上
限

■
申
請
方
法

　
人
間
ド
ッ
ク
等
受
診
費
用
補
助
金
交
付

申
請
書
に
受
診
費
用
の
領
収
書
及
び
受
診

結
果
を
添
え
て
、
役
場
住
民
福
祉
課
健
康

推
進
班
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
健
康
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）３
０
０
８

人
間
ド
ッ
ク
等
の

受
診
費
用
を
補
助
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
等
の

受
診
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
令
和
８
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

■
奨
学
金
貸
付
額
（
月
額
）

　
高
校
生
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円
以
内

　
短
大
及
び
専
修
学
校
　
　
４
万
円
以
内

　
大
学
生
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円
以
内

■
応
募
資
格

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
上
小
阿
仁
村
民
の
子
弟
で
あ
る
こ
と

②
学
業
成
績
が
優
秀
で
、
品
行
方
正
で
あ

る
こ
と

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
あ

る
こ
と

■
申
込
期
限

　
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）

■
申
込
方
法

　
申
請
者
、
連
帯
保
証
人
と
も
本
人
直
筆

に
よ
る
「
奨
学
金
貸
与
申
請
書
」
に
「
戸

籍
抄
本
」
「
住
民
票
」
「
身
上
書
」
「
成

績
証
明
書
」
「
入
学
（
合
格
）
通
知
書
の

写
し
」
連
帯
保
証
人
の
「
所
得
証
明
書
」

を
そ
れ
ぞ
れ
一
通
添
付
し
て
教
育
委
員
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
請
求
、提
出
、問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
　
総
務
学
校
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
60
）９
０
０
０

令
和
８
年
度

　
　
　
　
奨
学
生
を
募
集

令
和
８
年
度

　
　
　
　
奨
学
生
を
募
集

　
村
で
は
人
材
確
保
と
定
住
促
進
を
目
的

と
し
て
、
村
の
奨
学
金
を
返
還
中
の
方
で
、

村
に
居
住
し
就
労
し
て
い
る
方
に
、
返
還

す
る
奨
学
資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方

が
対
象
で
す
。

た
だ
し
、
国
及

び
地
方
公
共
団

体
の
正
規
職
員

を
除
き
ま
す
。

①
村
内
に
住
民

登
録
を
し
、
現
に
居
住
し
就
労
し
て
い

る
方

②
返
還
す
べ
き
奨
学
金
を
滞
り
な
く
返
還

し
て
い
る
方

③
本
人
と
そ
の
世
帯
で
村
税
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
方

■
助
成
率

①
指
定
す
る
国
家
資
格
取
得
者
で
、
そ
の
資

格
に
基
づ
き
就
労
し
て
い
る
方
　
２
／
３

②
　
①
以
外
の
就
労
し
て
い
る
方
　
１
／
２

③
高
等
学
校
で
貸
与
を
受
け
た
方
　
10
／
10

■
申
請
方
法

　
助
成
金
申
請
書
に
「
住
民
票
」
「
就
労

証
明
書
等
」
、
該
当
す
る
国
家
資
格
で
就

労
し
て
い
る
方
は
「
資
格
を
証
明
す
る
も

奨
学
資
金
返
還
金
の一部
を
助
成
し
ま
す

奨
学
資
金
返
還
支
援
助
成
金
制
度

奨
学
資
金
返
還
金
の一部
を
助
成
し
ま
す

奨
学
資
金
返
還
支
援
助
成
金
制
度

の
」
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間
　

　
３
月
２
日（
月
）〜
31
日（
火
）

　
前
年
度
申
請
実
績
が
あ
る
方
に
は
案
内

を
発
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
他
の
奨
学
金
返
還
助
成
等
を
受

け
る
場
合
は
、
村
の
助
成
金
額
を
調
整
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
、
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
　
総
務
学
校
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
60
）９
０
０
０

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
、
家
畜
の

所
有
者
は
、
２
月
１
日
現
在
の
家
畜
の
飼

養
衛
生
管
理
状
況
等
に
つ
い
て
定
期
報
告

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
牛
、
馬
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、
鶏
類
等

の
家
畜
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
は
２
月
13

日（
金
）ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
報
告
様
式
は
産
業
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
北
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
防
疫
班
　
　
　
　
　
☎（
62
）２
７
１
５

　
産
業
課
　
農
務
班
　
☎（
77
）２
２
２
３

家
畜
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
は

報
告
を
お
願
い
し
ま
す

家
畜
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
は

報
告
を
お
願
い
し
ま
す

　
公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定

以
下
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
１
月
中
旬
頃
に
給
付
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

・
次
の
①
〜
⑥
全
て
を
満
た
す
方

①
令
和
８
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、
村
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

②
令
和
７
年
度
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
。

③
当
該
年
度
で
支
給
対
象
者
本
人
の
村
県

民
税
が
非
課
税
で
、
世
帯
員
全
員
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る
。

④
国
が
支
給
す
る
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
制
度
の
所
得
要
件
（
昭
和
31
年
４
月

２
日
以
後
の
生
ま
れ
の
方
は
90
万
９
０

０
０
円
以
下
、
昭
和
31
年
４
月
１
日
以

前
の
生
ま
れ
の
方
は
90
万
６
７
０
０
円

以
下
）
に
該
当
す
る
。

⑤
世
帯
内
に
村
税
等
の
滞
納
者
が
い
な
い
。

⑥
世
帯
内
に
公
的
制
度
の
助
成
を
受
け
て

い
る
も
の
（
生
活
保
護
等
）
が
い
な
い
。

■
支
給
額

　
対
象
者
　
１
人
に
つ
き
１
万
２
千
円

■
申
請
方
法
・
期
限

　
給
付
申
請
書
を
２
月
27
日
ま
で
に
役
場

住
民
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２

年
金
生
活
者
等
支
援
福
祉

　
給
付
金
事
業
の
ご
案
内

年
金
生
活
者
等
支
援
福
祉

　
給
付
金
事
業
の
ご
案
内

　
冬
期
間
は
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
等
の
除

雪
作
業
が
増
え
、
雪
に
よ
る
事
故
が
多
く

な
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
万
全
な
安
全
対
策
を
行

い
、
自
分
自
身
と
家
族
の
身
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
雪
害
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は

重
大
事
故
に
直
結

・
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
1
人
で
行
わ
ず
複

数
人
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
命
綱
を
付
け
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、

滑
り
に
く
い
履
き
物
で
作
業
し
ま
し
ょ

う
。

・
ハ
シ
ゴ
の
横
滑
り
や
転
倒
防
止
の
た
め
、

ロ
ー
プ
等
で
ハ
シ
ゴ
を
固
定
し
ま
し
ょ

う
。

・
屋
根
の
登
り
降
り
は
、
除
雪
用
具
は
手

に
持
た
ず
、
両
手
を
使
え
る
状
態
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

・
暖
か
い
日
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
の
雪
下
ろ
し
と
地
上
の
除
雪
を
同

時
に
行
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
通
行
人
に
注
意
し
な
が
ら
除
雪
作
業
を

し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
機
の
使
用
は
油
断
せ
ず
に

・
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
服
装
で
の

作
業
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

大
丈
夫
で
す
か

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
慎
重
に

大
丈
夫
で
す
か

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
慎
重
に

・
機
械
に
詰
ま
っ
た
雪
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
停
止
し
て
か
ら
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど

で
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

・
周
囲
の
人
、
特
に
子
供
の
動
き
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

普
段
の
除
雪
も
要
注
意

・
携
帯
電
話
、
笛
等
を
持
っ
て
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

・
屋
根
か
ら
の
雪
や
「
つ
ら
ら
」
の
落
下

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
し
た
雪
は
道
路
上
に
置
か
ず
、
指

定
さ
れ
た
場
所
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

・
煙
突
や
ガ
ス
の
配
管
に
異
常
が
な
い
か

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

車
の
運
転
は
穏
や
か
に

・
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
、
車
間
距
離
を

十
分
と
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
急
ブ
レ
ー
キ
、

急
ハ
ン
ド
ル
等
「
急
」
の
つ
く
運
転
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
交
通
事
故
の
要
因
や
除
雪
作
業
の
妨
げ

と
な
る
車
の
路
上
放
置
、
迷
惑
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

■
公
営
住
宅

・
沖
田
面
団
地

　
木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
７
建
築
）２
戸

（
家
賃
１
万
６
８
０
０
円
〜
２
万
５
０
０

０
円
）

　
世
帯
人
数
、
所
得
等
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

・
沖
田
面
団
地

　
木
造
平
屋
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
８
建
築
）１
戸

（
家
賃
１
万
２
６
０
０
円
〜
１
万
８
８
０

０
円
）

　
世
帯
人
数
、
所
得
等
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

■
入
居
資
格

・
収
入
基
準（
世
帯
月
額
所
得
）を
満
た
す

こ
と

・
公
営
住
宅
　
15
万
８
０
０
０
円
以
下

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

・
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
敷
金
　
家
賃
の
３
か
月
分

■
募
集
期
間

　
２
月
10
日（
火
）〜
20
日（
金
）

※

土
日
祝
日
除
く

■
申
込
方
法

　
入
居
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

必
要
書
類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

必
要
書
類（
入
居
す
る
方
全
員
分
）

・
住
民
票
・
所
得
証
明
書
・
納
税
証
明
書

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
審
査
で
決
定
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
４

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
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厚
生
労
働
省
で
は
、
次
の
方
を
戦
没
者

遺
族
相
談
員
と
し
て
委
託
し
ま
し
た
。

〇
氏
　
名
　
髙
橋
　
久
雄
　
氏

〇
居
住
地
　
北
秋
田
市

〇
電
　
話
　（
78
）３
２
９
１

〇
担
当
地
区
　
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村

　
戦
没
者
遺
族
相
談
員
は
、
戦
没
者
の
遺

族
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
必
要
な
指
導

や
助
言
を
提
供
す
る
専
門
職
で
す
。

■
相
談
内
容

①
戦
没
者
遺
族
が
受
給
で
き
る
各
種
年
金

や
給
付
金
に
つ
い
て
の
相
談

②
戦
没
者
遺
族
の
生
活
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
の
相
談

③
戦
没
者
遺
族
が
利
用
で
き
る
社
会
福
祉

施
設
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や
相
談

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　（
77
）２
２
２
２

戦
没
者
遺
族
相
談
員
の

お
知
ら
せ

戦
没
者
遺
族
相
談
員
の

お
知
ら
せ

　
消
防
水
利
（
消
火
栓
や
防
火
水
槽
）
は
、

火
災
発
生
の
際
に
放
水
す
る
た
め
の
重
要

な
水
源
と
な
り
ま
す
。

　
消
防
署
、
消
防
団
で
は
消
防
水
利
の
除

雪
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
大
雪
な
ど
に

よ
り
作
業
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
消
防
水
利
の
除
雪

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
、
適

正
に
維
持
管
理
が
で
き
て
い
る
状
況
で
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
難
儀
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
除
雪
等
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
水
利
の
変
形
や
破
損
な
ど

を
見
か
け
た
場
合
は
、
消
防
署
上
小
阿
仁

分
署
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
上
小
阿
仁
分
署
　
☎（
77
）２
２
５
０

　
心
に
関
す
る
相
談
に
専
門
医
が
対
応
し

ま
す
。
保
健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時
受
付

て
お
り
ま
す
。

■
相
談
日
時
　
２
月
19
日（
木
）

　
午
後
３
時
〜
４
時

　（
受
付
午
後
２
時
30
分
〜
）

■
場
所

　
北
秋
田
保
健
所
　
２
階

※

前
日
の
午
前
10
時
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先
　

　
北
秋
田
保
健
所
　
☎（
62
）１
１
６
５

消
防
水
利
の
確
保
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

消
防
水
利
の
確
保
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
と
も
す
け
共
済
は
、
制
度
創
設
55
周
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
ご
愛
顧
に
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
ま
し
て
、
抽
選
で
加
入
者
２
０
０

名
様
を
次
の
文
化
公
演
に
ご
招
待
し
ま
す
。

■
公
演
名

「
辻
井
伸
行
×
清
水
和
音 

究
極
の
協
奏

曲
コ
ン
サ
ー
ト 

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
・
ス
ペ

シ
ャ
ル
」

■
日
時

　
３
月
26
日（
木
）午
後
７
時
開
演

■
場
所

　
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス

■
応
募
対
象

　
令
和
８
年
度
交
通
災
害
共
済
・
不
慮
の

災
害
共
済
両
方
に
加
入
し
て
い
る
方

■
応
募
期
限

　
３
月
２
日（
月
）必
着

■
応
募
方
法

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

村
役
場
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
、
応
募
用

紙
兼
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
　
　
☎
０
１
８（
８
８
８
）０
２
２
０
２

と
も
す
け
共
済
還
元
事
業

第
３
弾
の
お
知
ら
せ

と
も
す
け
共
済
還
元
事
業

第
３
弾
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

退
職
時
は
国
民
年
金
の
手
続
き
を

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
れ
る
の

は
原
則
60
歳
ま
で
で
す
が
、
厚
生
年
金

保
険
に
加
入
で
き
る
の
は
70
歳
ま
で
で

す
。

　
し
た
が
っ
て
60
歳
以
上
で
正
社
員
・

正
職
員
と
し
て
勤
め
て
い
た
人
は
厚
生

年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
退

職
後
は
年
金
制
度
へ
の
加
入
は
な
く
な

り
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
一
方
で
、
60
歳
未
満
で
退
職
し
た
人

は
国
民
年
金
保
険
の
第
一
号
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
の
で
、
退
職
日
の
翌
日
か

ら
14
日
以
内
に
市
区
町
村
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。
　
　
　

　
退
職
す
る
ま
で
配
偶
者
（
妻
・
夫
）

の
厚
生
年
金
保
険
の
被
扶
養
者
と
な
っ

て
い
た
方
は
、
第
三
号
被
保
険
者
か
ら

第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。
手
続
き
を
忘
れ
る
と
年
金
に

加
入
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
将
来

年
金
額
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
被
保

険
者
期
間
が
足
り
ず
に
年
金
が
も
ら
え

な
く
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　国
民
年
金
保
険
料
を

　
　納
付
書
で
納
め
て
い
る
方
へ

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

が
お
勧
め
で
す
。

■
３
つ
の
お
得

①
金
融
機
関
等
へ
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

②
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
口
座
振
替
は
前
納
割
引
で
、
さ
ら
に
お

得
！

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
割
引
額
は

納
付
書
と
同
額
で
す
。
）

■
口
座
振
替
前
納
制
度

　
口
座
振
替
の
振
替
方
法
は
５
種
類
か
ら

お
申
込
み
で
き
ま
す
。

①
２
年
前
納
（
４
月
〜
翌
々
年
３
月
分
）

②
１
年
前
納
（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
）

③
６
か
月
前
納
（
４
〜
９
月
分
、
10
月
〜

翌
年
３
月
分
）

④
当
月
分
振
替
（
早
割
）

　
納
期
よ
り
１
か
月
早
く
口
座
振
替
す
る

方
法

⑤
翌
月
末
振
替
　
※
割
引
な
し

■
申
込
方
法

　
納
付
（
変
更
）
申
出
書
に
記
入
が
必
要

で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

前
納
制
度
①
②
③
の
申
込
締
切
は
、

　
令
和
８
年
２
月
27
日（
必
着
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所
　
☎（
62
）１
４
９
０

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
　
　 

か
ら
の
お
知
ら
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
　
　 

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
で
は
、
求
職

者
を
対
象
と
す
る
令
和
８
年
度
４
月
期
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
訓
練
科
（
定
員
）

①
電
気
設
備
技
術
科（
13
名
）

②
ビ
ル
管
理
技
術
科（
15
名
）

③
溶
接
ク
ラ
フ
ト
科（
12
名
）

④
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
科（
12
名
）

※

③
、
④
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
き

■
訓
練
期
間

①
②
４
月
２
日（
木
）〜
９
月
30
日（
水
）

③
④
４
月
２
日（
木
）〜
10
月
30
日（
金
）　

■
訓
練
時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
40
分

■
会
場

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
（
潟
上
市
）

■
募
集
期
限

　
２
月
24
日（
火
）

■
受
講
料

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

■
応
募
資
格

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
を
さ
れ
た

方
で
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け
て

再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
　

　
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
）

　
訓
練
課
　
受
講
生
支
援
室

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
７
３
）３
１
７
８

　
東
北
財
務
局
秋
田

財
務
事
務
所
で
は
、

自
ら
の
収
入
で
返
済

し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

借
金
を
抱
え
、
お
悩

み
の
方
々
か
ら
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　
相
談
者
が
抱
え
る

借
金
の
状
況
を
お
聞

き
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
弁
護
士

・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を

行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
電
話

の
み
で
も
可
能
で
す
。

■
受
付
時
間
　

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ
先

　
財
務
省
　
東
北
財
務
局

　
　
　
　
　
秋
田
財
務
事
務
所
　
理
財
課

　
秋
田
市
山
王
七
丁
目
１
―
４
　

　
秋
田
第
二
合
同
庁
舎
３
階

　
☎
０
１
８（
８
６
２
）４
１
９
６（
専
用
）

　
人
事
・
労
務
、
就
業
規
則
、
雇
用
関
係

助
成
金
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
18
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
会
場

　
大
館
市
役
所
　
１
階
１
０
３
会
議
室

※
事
前
予
約
制

●
相
談
窓
口
　

　
秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
０
１
２
０（
６
９
５
）７
８
３ 

　
又
は
　
☎
０
１
８（
８
６
５
）５
３
３
５

　
旅
客
ビ
ル
設
備
の
更
新
の
た
め
、
工
事

期
間
中
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
工
事
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
工
事
期
間

　
３
月
11
日（
水
）〜
19
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル（
株
）

　
業
務
部
　
　
　
　
　
　（
62
）５
３
３
０

た
か
は
し
　
　
ひ
さ
お

精
神
保
健
相
談
日

精
神
保
健
相
談
日

秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー
大
館
市
出
張
相
談
室

秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー
大
館
市
出
張
相
談
室

大
館
能
代
空
港
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

更
新
工
事
の
お
知
ら
せ

大
館
能
代
空
港
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

更
新
工
事
の
お
知
ら
せ

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内


